
 

 

 

 

 

 

 

 

陳 廷銓 (チェン・ティンチャン)  

Ting-Chuan CHEN 

 

現在台湾国立交響楽団（National 

Symphony Orchestra）のティンパニ副首

席奏者。輔仁大学(台湾)打楽器専攻にて

修士号、国立台湾師範大学作曲専攻にて

修士号と博士号を取得。 作品「コンス

タンティン」は 2010年ベルギー・ユニ

バーサル・マリンバ作曲コンクールで 2

位を受賞し、ボーカル作品「豔獣」、弦

楽器作品「豊年頌」と「尪仔標」も台湾

のコンクールで入選。作品「Two images」

（ハニーロック出版）と「Nightmare 

Realm」 は 2011年にイタリア打楽器協

会作曲コンクールで 1位と 2位を獲得。

作品「Joy to the Earth」は、2018年オ

ランダのトリスタン・ケウリス作曲コン

クール(The Keuris Competition)の室内

楽部門で 3位、および聴衆による投票１

位を獲得した。 

 

 

 

 

 

In 2010, Ting-Chuan Chen won second 

place in the composition competition of 

The Universal Marimba Competition in 

Belgium by "Constantine." Then, after 

getting the first prize in various types of 

composition competitions in Taiwan 

and Europe, "Two images" and 

"Nightmare Realm" won the first place 

winner and second-place winner in the 

2013 PAS Italy Composition Contest. 

The work "Joy to the Earth" won the 

third prize in the 2018 Keuris 

Composition Competition chamber 

music category and the audience's vote 

for the best composition. 

Chen was born in 1977 in Taipei, 

Taiwan, and received his BA and MA 

degrees in Percussion in the 

Department of Music at Fu Jen Catholic 

University and earned a master's and 

doctorate of music theory and 

composition in the Department of 

Music at National Taiwan Normal 

University, where he studied with Prof. 

Wen-Pin Hope Lee. 

Chen is now the assistant principal of 

Timpani of the National Symphony 

Orchestra in Taiwan. 

 



 

 

 

曲目解説 

《敲》(Triplex) 

この作品「敲
チャオ

(注 日本語で「たたく」の意味)」は、打楽器三重奏グループ「敲」に

献呈された曲である。また英語タイトルもグループの英語名「Triplex」を用い、リ

ズム、サウンド、メロディーの三つの意味も重ねている。曲は二つのパートに分かれ、

前半はアダージョで、1人が演奏したフレーズを他のメンバーが追いかけ、重ねたサ

ウンドをホールに残響させる。後半はアレグロで7/8拍子をダンスのように表現する。

リズムは異なる複合拍子を組み合わせており、「Triplex」の多様性とリズムの変化を

示す。 前後半の間には、3人同時に１台のマリンバを演奏し、テーマとリズムを組み

合わせグルーブを生み、そのまま後半に繋がり、より速いスピードで「敲（たたいて）」、

音楽が熱狂的に積み重なっていき、胸を打つ。 

 

 

 

樂曲解說 

《敲》(Triplex) 

《敲》這首作品是以三重奏作為主要呈現的模式，巧妙地運用了「敲」打擊樂團的英文

團名「Triplex」作為節奏動機、聲響色澤與旋律脈動的三重堆疊。 

全曲共分為二個部分，第一部分為慢板，以擬態的手法，呈現「敲」這個打擊樂的表演

動作，並讓多層次的樂器聲響縈繞在音樂廳之間；第二個部分為快板的 7/8舞蹈風格，

節奏動機採用不同的複拍子組合，呈現「Triplex」的多樣性與節奏變化。中間段落則

以三位演奏者同時演奏一台馬林巴木琴做為銜接，隨後再以前面的動機素材與節奏律動，

重新拆解與組合，進而呈現出更加快速的「敲」擊，聲響上的堆疊也趨於激昂熱烈，最

後在華麗炫技的快速音群中，「敲」出最撼動人心的聲響。 

 

 





 

 

曲目解説 

《沐》(Woods) 

この曲は台湾の打楽器グループ「T.U. Ensemble(玎酉擊樂
ティンヨウジーエイ

)」の創立 5周年演奏会

の委嘱曲。 

台湾では結婚 5周年を「木婚」と言うが、曲目の「沐
ムー

」が「木
ムー

」と同じ発音であるこ 

とにかけて、木製の楽器を多用し、T.U. Ensembleの演奏スタイルである「如沐春風

（春のそよ風のように）」を表現できるよう作曲した。曲の構成は大きく 3つに分か

れる。第 1部分はミニマルミュージックの作曲手法に始まり、マリンバは、「木々」

の象徴として音符を細かく刻みながら、テーマを奏でるヴィブラフォンを囲んでいる。

そのメロディーは､複雑に聞こえるが実はシンプルで軽やかである。 

第２部分はメロディーを発展させ、様々な効果音を使いながら霞がかかったような自

然の雰囲気と、喧騒を離れた静けさを表現する。第3部分は全体的にスピードを上げ、

華やかなテクニックで曲のクライマックスに向かい、５周年を祝う作品に仕上がって

いる。 

 

 

樂曲解說 

《沐》(Woods) 

《沐》為玎酉擊樂五周年紀念的委託創作，因此採用了婚姻中，象徵五周年紀念的「木

婚」，以「木」這個樂器材質，呈現《沐》這個意象概念，希望能呈現玎酉擊樂，其「如

沐春風」的優雅演奏與音樂品味。 

全曲共分為三個部分，第一的段落，以極限音樂(minimal music)的創作方式開展，馬

林巴木琴作為「木」的象徵，其細微精巧的快速音群，持續圍繞著鐵琴漸層起伏的主題

旋律，聽似繁複，實則簡明輕巧；第二個段落，主要是以主題旋律持續作為發展，但運

用了許多不同的音效樂器，呈現大自然的朦朧氛圍與遠離喧囂的靜謐。第三個段落則是

提升了整體的速度感，以華麗且流暢的炫目技巧，讓玎酉擊樂呈現出最精湛的擊樂聲響

與技術，最後邁向樂曲的高潮，歡慶著五周年的滿滿豐收與感動。 

 

 





 

 

 

曲目解説 

《物売り人生》 (C'est la vie) 

2020年台湾の打楽器グループ「T.U. Ensemble(玎酉擊樂
ティンヨウジーエイ

)」の委嘱曲。タイトル《物 

売り人生》は、台湾台中の著名な音楽家、張邱東松が書いた代表作《収酒矸 注 1》《焼

肉粽 注 2》に由来している｡(※大戦後の混乱期に 《注 1空き瓶回収》《注 2屋台のち

まき売り》でわずかな収入を得る人を歌った曲) それぞれのメロディーを引用し、変

奏させながら､原曲の響きと､象徴として空き瓶の鳴る音と物売りの声を重ね、よりリ

ズミカルで生き生きとした音楽のスタイルを提示しようと試みた。 

全曲は 4つのパート「プレリュード→アレグロ→アダージョ→アレグロ」からなる。

プレリュードとアレグロは《収酒矸》のメロディーを使用、アダージョでは《焼肉粽》

のメロディーを歌う。最後は《収酒矸》の変奏で全曲のクライマックスにいたる。 

 

 

 

樂曲解說 

《叫賣人生》(C'est la vie) 

《叫賣人生》打擊樂重奏曲，是由玎酉擊樂於 2020年委託創作的作品。標題《叫賣人

生》源自於兩首由台灣台中得知名音樂家張邱東松先生，所譜寫的兩首經典名作─《收

酒矸》與《燒肉粽》而來。本曲引用了《收酒矸》與《燒肉粽》兩首作品的主題旋律作

為發展與變奏，並融入酒瓶與叫賣聲，作為與原曲的呼應和象徵，嘗試呈現較具節奏律

動，輕快活潑的樂曲風格。全曲共分為四個小段落，主要是前奏→快板→慢板→快板的

常見曲式，在前奏與快板部分，都是使用了《收酒矸》的主題旋律；而中間的慢板，則

是以《燒肉粽》作為主要吟唱的旋律線條，最後再以輕快的《收酒矸》變奏，迎向全曲

熱烈喧鬧的頂點。 

 





 

 

 

 

 

曲目解説 

《未完成交響曲》 (Die Unvollendete) 

この曲はシューベルトの「未完成交響曲」を元に、さまざまな音楽スタイルやリズム

に加え、キューバ音楽のけだるいリズムを駆使して曲に哀愁の雰囲気を添える。作品

は 3つの部分からなり、第 1部分は原曲のオープニングの動機を反映した神秘的で穏

やかなスタイル。第２部分はプレストで始まり、原曲の情熱的なセクションを反映し、

リズムとテンポの劇的な変化でより激しい効果をもたらし､最後の部分は再び神秘的

なオープニングの動機に戻り、絶妙なコーダを提示してエンディングに華やかさを加

える。 

 

 

 

 

 

樂曲解說 

《未完成交響曲》(Die Unvollendete) 

《未完成交響曲》改編自著名的舒伯特《未完成交響曲》，嘗試以不同的節奏與風格，

加上慵懶的古巴音樂律動，為此曲抹上淡淡的哀愁。全曲共分為三個部份，第一個部分

呼應著原曲的開頭動機，蘊含著神秘且輕柔的風格；第二個段落為急板，呼應著原曲的

激昂段落，節奏與節拍也產生了劇烈的變化，展現了更為強烈的效果；最後的段落，再

次回到了神秘的開頭動機，並呈現了精采的尾奏，為結尾增添不同的華麗風采。

 





 

 

 

 

 

曲目解説 

《トリスタンとイゾルデ》より前奏曲(Prelude from ‘Tristan und Isolde’) 

西洋音楽史上革命的な作品として有名なワーグナーのオペラ「トリスタンとイゾルデ」

の前奏曲を素材に作曲した。全曲は 3部からなる。第１部分は原曲を再現しており、

マリンバとヴィヴラフォンの共鳴で雰囲気を作り出す。第２部分より変奏が始まり、

原曲のスタイルから大きく外れ、テーマの動機(モチーフ)のみ保持し、異なる音楽を

表現する。最後（第３部分）は、第１部分の原曲と第２部分の変奏を重ねて互いに響

き合いながら、曲の最後まで愛のテーマを内包し演奏される。 

 

 

 

 

 

樂曲解說 

《崔斯坦與伊索德》前奏曲(Prelude from ‘Tristan und Isolde’) 

《崔斯坦與伊索德》前奏曲，是以西方音樂史上非常著名的華格納歌劇–《崔斯坦與伊

索德》中開頭的前奏曲，作為改編新創的素材。 

全曲共分為前奏、主題變化與後奏的三部分，前奏為《崔斯坦與伊索德》前奏曲的原型，

藉由馬林巴木琴與鐵琴的延伸聲響，呈現其纏綿悱惻的意境。主題變奏段落，則是完全

跳脫原曲的風格，只保留主題動機，嘗試創造出截然不同的音樂呈現。後奏則是融和了

原曲與主題變奏的元素，彼此呼應且圍繞著愛的主題，直到曲終人散之時。

 






